
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福生市弓道連盟の現状と課題 
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はじめに 

 本団体は昭和３８年１０月に結成されました。 

福生市体育協会には、第４番目の団体として４２年６月に加盟するとともに福生市弓道連盟

が設立されました。昭和４８年、現在の中央体育館落成と同時に、熊川（片倉自転車工業内

弓道場）から体育館内弓道場へ移設され現在に至っています。 

 

１．平成２９年度 会員数および構成（男女年齢別） 

 

年齢構

成 
10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 

80 歳以

上 
計 合計 

男性 0 10 4 2 11 11 3 3 44 
114 

女性 3 10 13 16 14 8 5 1 70 

 

２．会員数の年度別推移（平成１８年～２９年） 

 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

人数 37 44 49 52 59 67 76 83 94 111 115 114 



３．男女別市内市外（住所）会員数  

 

市内 市外 

男性 女性 男性 女性 

23 36 23 32 

 

４．グラフからの考察 

 ・１０年間で、会員数が３倍に伸びました。要因として、初心者弓道教室開催案内を連盟

ホームページならびに福生市広報でひろく周知したことがあげられます。 

 ・女性会員が多くなりました。弓道は老若男女を問わず「やる気」があれば、誰でもはじ

めることが可能です。 

 ・意外と市外からの会員が多いようです。武蔵村山市、瑞穂町など弓道場のない地域から、

福生の弓道場へ来られる方が多くいます。 

 ・２０歳代、５０歳代、６０歳代が多いようです。若い会員、育児を終えられた会員、そ

して仕事を卒業された会員の活躍が期待できます。 

 

５．課題 

①福生市中央体育館内弓道場は利用者（主に福生市弓道連盟会員）の増加により、通常の

稽古、市民総合体育大会（弓道競技）、月例会、初心者弓道教室等において、現在の「３

人立ちの道場」では“手狭”となっており、利用者の稽古時間等問題が発生しています。 

 

 ②弓道競技会（都民大会、市町村大会、東京都弓道連盟主催の公式大会、段位審査会）を

行うときは、「５人立ちの弓道場」が一般化しており、現在の弓道場では当該の弓道競技

会等に合わせた稽古ができない状況にあります。 

  なお、東京都３０市町村のうち、２２市町村に弓道場が設置されているが、福生市を除

き「５人立ち以上の弓道場」となっています。 


